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ミスうるまの紹介（写真左から）

ミスカトレア　東
ひがしもり

盛　杏
あ ん り

理さん
ミススカイブルー　池

いけむら

村　友
ゆ う き

希さん
ミスグリーン　宮

み や ぎ

城　綾
あ や こ

子さん

天に響く、うるまの鼓動

　

第
４
回
う
る
ま
祭
り
が
10
月
17
日
・
18
日
の
両
日
、

具
志
川
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

初
日
は
、
サ
ッ
カ
ー
元
日
本
代
表
の
名な
ら
は
し

良
橋 

晃
あ
き
ら 

氏
を
招
い
て
の
キ
ッ
ズ
・
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
タ
を

皮
切
り
に
、
盆
栽
展
や
石
川
多
目
的
ド
ー
ム
で
の
闘

牛
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ

で
は
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ

２
０
０
９
が
開
催
さ
れ
、
高
校
生
バ
ン
ド
や
本
市
出

身
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
神
谷
千
尋
を
は
じ
め
、
池
田
卓
、

Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｎ
な
ど
が
出
演
。
ラ
イ
ブ
の
合
間
に
は
「
ミ

ス
う
る
ま
」
も
紹
介
さ
れ
、祭
り
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
、
ち
び
っ
子
相
撲
大
会
が
行
わ
れ
、
元

横
綱
千
代
の
富
士
の
九こ

こ
の
え重

親お
や
か
た方

が
子
ど
も
た
ち
を
激

励
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
チ
ャ
ー
ン
大
会
、
琉
舞
や

創
作
エ
イ
サ
ー
な
ど
市
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体
の

演
舞
、
女
性
連
・
老
人
連
・
民
踊
連
の
総
踊
り
、「
肝

高
の
阿
麻
和
利
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
う
る

ま
市
と
の
交
流
が
盛
ん
な
岩
手
県
盛
岡
市
か
ら
は
、

世
界
一
の
太
鼓
パ
レ
ー
ド
「
盛
岡
さ
ん
さ
踊
り
」
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
総
勢
約
２
３
０
名
に
よ

る
「
龍
神
の
宴
」。
龍
、
獅
子
、
太
鼓
な
ど
迫
力
あ

る
舞
を
披
露
し
、
会
場
に
訪
れ
た
多
く
の
観
客
を
魅

了
し
ま
し
た
。
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沖
縄
の
伝
統
文
化
で
あ
る
獅
子
舞
を
披
露
す
る
「
第
24
回
全
島
獅
子
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
10

月
４
日
、
う
る
ま
市
石
川
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
県
内
の
７
団
体
が
出
演
し
、
市
内
か
ら
は
二
頭
の
獅
子
に
よ
る
掛
け
合
い
が
特
徴
の
与
那

城
饒
辺
平
和
め
を
と
獅
子
と
、子
ど
も
た
ち
の
演
じ
る
兼
箇
段
子
ど
も
獅
子
舞
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
う
る
ま
市
に
根
ざ
し
た
活
動
を
展
開
す
る
具
志
川
か
っ
し
ん
太
鼓
も
披
露
さ
れ
、
訪
れ
た

約
２
千
人
の
観
客
は
、
各
地
域
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
を
堪
能
し
ま
し
た
。

第
24
回 

全
島
獅
子
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

第
５
回 

う
る
ま
市
陸
上
競
技
大
会

　

10
月
11
日
、
市
内
８
支
部
対
抗
に
よ
る
第
５
回

う
る
ま
市
陸
上
競
技
大
会
が
、
具
志
川
総
合
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
支
部
の
代
表
が

白
熱
し
た
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
７
つ
の
大
会
新
記

録
と
１
つ
の
タ
イ
記
録
が
誕
生
。
今
大
会
で
は
一

般
男
子
及
び
壮
年
の
部
で
伊
波
中
学
校
支
部
、
一

般
女
子
で
勝
連
支
部
が
１
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
度
う
る
ま
市
体
育
大
会
は
、

あ
げ
な
中
学
校
支
部
が
総
合
優
勝
を
果
た
し
、
５

年
連
続
の
栄
冠
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。

【スポーツ功労者賞】
・比

ひ が じ ょ う

嘉門　聰
さとし

　　・諸
も ろ み ざ と

見里　安
あんじん

仁

・榮
えいもん

門　　勉
つとむ

　　・上
う え ず

江洲　剛
たけし

　

・平
た い ら

良　一
か ず お

雄　　・福
ふくはら

原　健
けんいち

一

【優良団体賞】
・与那城ストロングスポーツ少年団

・シールズテニスクラブ

【優秀競技者賞】
・仲

なかいけ

池　裕
ゆ う じ

二　　・濱
はまさき

崎　達
たつのり

規

・山
やまもと

本　真
し ん じ

二　　・樋
ひ ぐ ち

口　修
の ぶ お

央

【感謝状】
・平

た い ら

良　シズ子
こ

　・外
ほ か ま

間　徳
と く じ ろ う

次郎

・沖縄県交通安全推進員

  うるま警察署推進員の会



メ
リ
カ
人
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
ゲ
ー
ム

を
し
た
り
英
語
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
し
ま

し
た
。
又
、
週
に
１
〜
２
回
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
に
行
っ
た
り
、
プ
ー
ル
で
泳
い
だ
り
、
シ

ア
ト
ル
市
内
を
観
光
し
た
り
し
ま
し
た
。
土

曜
日
、
日
曜
日
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

過
ご
す
日
で
、
私
は
海
、
山
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

1
か
月
は
、
あ
っ
と
い
う
間
で
、
日
本
で

想
像
し
て
い
た
よ
り
ず
っ
と
充
実
し
た
毎
日

を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ

に
来
て
一
番
学
ん
だ
こ
と
は
、
家
族
や
友
達

は
と
て
も
大
切
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
い
つ

も
一
緒
に
い
た
だ
け
じ
ゃ
気
付
か
な
い
あ
り

が
た
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
も
、
た
っ
た
1
か
月
だ
っ
た

け
ど
、
私
の
こ
と
を
実
の
娘
の
よ
う
に
可
愛

が
っ
て
く
れ
て
、
帰
る
日
は
、
本
当
の
家
族

と
離
れ
ば
な
れ
に
な
る
感
じ
が
し
ま
し
た
。

日
本
に
帰
っ
た
ら
、
ア
メ
リ
カ
で
学
ん
だ
こ

と
や
感
じ
た
こ
と
を
皆
に
教
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
、
自
分
の
英
語
が

も
っ
と
上
手
く
な
っ
た
ら
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
や
よ
く
し
て
く
れ
た
人
達
に
会
い
に
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

妹
の
6
人
家
族
で
、と
て
も
ユ
ー
モ
ア
が
あ
っ

て
に
ぎ
や
か
な
家
族
で
し
た
。

　

最
初
は
、
言
葉
が
な
か
な
か
通
じ
ず
泣
き

そ
う
に
な
っ
た
日
も
あ
っ
た
け
ど
、
そ
ん
な

私
を
い
つ
で
も
優
し
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ

た
の
が
、
私
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
し

た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
時
間
の
許
す
限
り
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
教
会
ま
た
は
雪
山
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
所
へ
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
て
私
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
一
番
に
私
の
事

を
気
に
か
け
て
く
れ
た
り
、
一
番
に
私
の
こ

と
を
考
え
て
く
れ
た
り
と
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
に
は
、
数
え
き
れ
な
い
程
た
く
さ
ん
の

優
し
さ
を
も
ら
い
ま
し
た
。こ
の
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
だ
か
ら
こ
そ
、
別
れ
の
時
は
本
当
に

つ
ら
く
て
、
も
っ
と
留
学
期
間
が
長
け
れ
ば

と
思
い
ま
し
た
。
最
後
の
日
に
、ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
か
ら
、「
私
達
は
い
つ
で
も
あ
な
た
が

こ
の
家
に
戻
っ
て
来
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る

わ
」
と
言
わ
れ
た
時
に
は
、
涙
が
止
ま
ら
ず
、

私
は
、「
絶
対
戻
っ
て
来
る
よ
!!S

ee you 
again!

」
と
告
げ
ま
し
た
。

　

次
に
会
う
時
は
、
私
は
も
っ
と
英
語
が
話

せ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
私
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て
い
た
頃
の
思
い

出
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。
ま
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「
う
る
ま
市
海
外
短
期
留
学
派
遣
事
業
」

が
７
月
23
日
か
ら
８
月
20
日
の
日
程
で
行

わ
れ
、
市
内
の
中
学
生
10
名
が
、
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州
シ
ア
ト
ル
へ
短

期
留
学
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
約
１
か
月
間
の
留
学

を
通
し
て
、
感
謝
の
心
や
異
文
化
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

平成21年度 うるま市海外短期留学派遣事業 平成21年度 うるま市海外短期留学派遣事業 

ホストファミリーと

た
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
伝
え
る
こ
と
の

で
き
な
か
っ
た
た
く
さ
ん
の
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
た
い
で
す
。

　

私
は
、
こ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
し
て
、

さ
ら
に
英
語
が
好
き
に
な
れ
た
し
、
将
来
は

英
語
を
生
か
し
た
仕
事
に
就
き
た
い
と
確
信

を
持
っ
て
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
私
は
、
こ
の
体
験
を
無
駄
に

せ
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
し
て

　
　
　

石
川
中
学
校　

３
年　

国く
に
よ
し吉　

光み
つ
き希

　

初
め
て
の
一
人
旅
は
、
異
国
の
地
で
、
し

か
も
1
か
月
と
い
う
長
い
期
間
で
し
た
。
飛

行
機
に
乗
っ
て
い
る
間
考
え
て
い
た
こ
と
は
、

「
ど
ん
な
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
な
ん
だ
ろ
う

か
」
と
か
「
自
分
の
英
語
は
通
じ
る
の
か
な
」

等
で
、
楽
し
み
と
い
う
よ
り
、
と
て
も
不
安

で
し
た
。
し
か
し
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

会
っ
て
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が

「
リ
ラ
ッ
ク
ス
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
」

と
、
繰
り
返
し
て
く
れ
て
い
る
間
に
緊
張
感

も
抜
け
て
き
て
、
段
々
こ
の
1
か
月
が
楽
し

み
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

私
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
、
十
六
歳
の
兄
、
七
歳
の
妹
の
4

人
家
族
で
、
英
語
を
上
手
く
話
す
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
私
を
あ
た
た
か
く
受
け
入
れ
て

く
れ
、
い
つ
も
私
の
こ
と
を
優
先
的
に
考
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
期
間
中
は
、
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
ま
で
ス
タ
デ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
英
語
の

ク
ラ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
ア
メ

リ
カ
ン
ヒ
ー
ロ
ー
と
い
っ
て
、
同
年
代
の
ア

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
参
加
し
て

　
　

高
江
洲
中
学
校　

２
年　

儀ぎ

ぼ保　

美み
つ
き月

　

私
は
、
心
か
ら
こ
の
海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

に
参
加
で
き
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
経
験
を
き
っ
か
け
に
、
将
来
の

夢
へ
の
第
一
歩
が
踏
み
出
せ
た
と
思
い
ま
す
。

　

出
発
の
日
が
近
づ
く
と
、期
待
の
反
面
、「
ア

メ
リ
カ
の
環
境
に
つ
い
て
い
け
る
だ
ろ
う
か
」

「
言
葉
は
通
じ
る
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
不
安
も

あ
り
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
に
着
い
た
ら
ま
ず
入
国
審
査
が

あ
り
、
引
っ
か
か
ら
な
い
か
と
て
も
心
配
で

し
た
。
そ
の
審
査
も
無
事
に
済
み
、
安
心
し

た
気
持
ち
に
な
っ
た
の
を
今
で
も
覚
え
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
待

つ
ス
タ
デ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
バ
ス
で
向
か
い
、

そ
こ
で
私
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
対
面
し

ま
し
た
。
ま
ず
最
初
に
ハ
グ
を
さ
れ
て
、
少

し
違
和
感
を
感
じ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
が
ア

メ
リ
カ
の
挨
拶
の
仕
方
な
ん
だ
と
肌
で
感
じ

ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
れ
か

ら
約
1
か
月
間
こ
こ
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
す
る

ん
だ
と
、
と
て
も
わ
く
わ
く
し
ま
し
た
。

　

私
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、ホ
ス
ト
フ
ァ

ザ
ー
、
ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
、
そ
し
て
女
4
人
姉

留学した仲閒たちと私（左端）
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区　　分 主　事 技　師 消防士 保健師 社会福祉士 計

採　用　者　数 11 6 4 2 1 24

区　　分 定　年 勧　奨 普　通 その他 計

一 般 行 政 職 27 12 1 40

幼 稚 園 教 諭 職 2 1 3

保　育　士　職 2 2

栄　養　士　職 1 1

消　　防　　職 1 1

現　　業　　職 3 3

退　職　者　数 35 13 1 1 50

区分

部門

職員数 対前年
増減数 増減理由

H20年 H21年

議　　会 10 10 0

総務企画 140 136 △ 4 主に事務の統廃合による減

税　　務 62 60 △ 2 事務の統廃合による減

労　　働 3 3 0

農林水産 39 38 △ 1 事務の統廃合による減

商　　工 14 15 1 業務拡充による増

土　　木 95 88 △ 7 主に事務の統廃合による減

小　　計 363 350 △ 13

民　　生 130 127 △ 3 事務の統廃合による減

衛　　生 48 50 2 業務の増による増

小　　計 178 177 △ 1

一般行政部門計 541 527 △ 14

教　　育 219 211 △ 8 主に事務の統廃合に伴う減

消　　防 128 127 △ 1 退職者不補充による減

小　　計 347 338 △ 9

水 道 36 37 1 退職者補充による増

下 水 道 23 22 △ 1 事務の統廃合による減

そ の 他 61 63 2 業務強化に伴う増

小　　計 120 122 2

総　合　計 1,008 987 △ 21 ※派遣職員は含まない

区分

部門
H17年

実施開始年
H18年
１年目

H19年
２年目

H20年
３年目

H21年
４年目 累　計 （参考）

数値目標

全部門

減　員 19 47 61 50 177

増　員 11 13 24 27 75

差　引 △ 8 △ 34 △ 37 △ 23 △ 102 △ 122

職員数 1,095 1,087 1,053 1,016 993 973

 イ　退職者の状況（平成 20 年度）

 ア　採用者の状況（Ｈ 20.4.1 〜Ｈ 21.3.31）

 （２）部門別職員数  （各年４月１日現在　単位：人）

区　　分 職員数（人） 構成比（％）

20 歳未満 3 0.3

20 歳〜 23 歳 21 2.1

24 歳〜 27 歳 50 5.1

28 歳〜 31 歳 93 9.4

32 歳〜 35 歳 125 12.7

36 歳〜 39 歳 106 10.7

40 歳〜 43 歳 97 9.8

44 歳〜 47 歳 88 8.9

48 歳〜 51 歳 74 7.5

52 歳〜 55 歳 135 13.7

56 歳〜 59 歳 195 19.8

60 歳以上 0 0.0

計 987 100.0

 （３）年齢別職員構成の状況

（単位：人）

 （４）定員適正化計画の数値目標及び進捗状況
 定員適正化計画（前期）の年次別進捗状況（実績）の概要  （各年４月１日現在　単位：人）

※ 前期計画期間は、平成 17 年〜平成 22 年の 5 年間である。（職員数には、派遣職員を含む。）

 （１）職員の任用に関する状況（派遣指導主事の異動は含まない）
１　職員の任用及び職員数に関する状況

 （平成 21 年４月１日現在）

福
祉
関
係
を
除
く
一
般
行
政

福
祉
関
係

会
計
部
門

公
営
企
業
等
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区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級
計

標準的な職務内容 主事 主事 主任主事・係長 主任主事・係長 課長 課長 部長

職員数 49 人 71 人 154 人 213 人 17 人 68 人 10 人 582 人

構成比 8.4％ 12.2％ 26.5％ 36.6％ 2.9％ 11.7％ 1.7％ 100.0％

 （７）一般行政職の級別職員数の状況（平成 21 年４月１日現在）

 ア　職員採用候補者試験の日程
　平成 20 年 8 月 1 日　　試験要項配布開始　　平成 20 年 10 月 21 日　第一次試験合格発表　　平成 20 年 12 月 9 日　第二次試験合格発表

　平成 20 年 9 月 20 日・21 日　第一次試験　　平成 20 年 11 月 15 日　第二次試験

　平成 20 年度において、次のように競争試験を実施しました。
２　職員の競争試験及び選考の状況

職　　　種 試験区分 申込者数 受験者数 受験率 一次合格者 二次合格者

一般行政職

上　級 188 142 75.5％ 25 11

中　級 81 67 82.7％ 13 6

初　級 66 52 78.8％ 6 3

土　木　職 上　級 10 7 70.0％ 2 2

保育士・幼稚園教諭職 中　級 63 54 85.7％ 7 3

管理栄養士職 中　級 12 12 100.0％ 5 2

情報系行政職 社会人枠 18 18 100.0％ 6 1

計 438 352 80.4％ 64 28

 イ　職員採用候補者試験の試験職種、申込者数、受験者数、合格者数等の状況

 （２）職員給与費の状況（普通会計決算）

３　職員の給与の状況

区　　分 職員数Ａ
給　　与　　費 一人あたりの給与費

B/A給料 職員手当 期末・勤勉手当 計Ｂ

20 年度 893 人 3,456,917 千円 405,424 千円 1,354,733 千円 5,217,074 千円 5,842 千円

区　分
うるま市 国

初任給 2 年後の給料 初任給 2 年後の給料

一　般
行政職

大学卒 172,200 円 185,800 円 172,200 円 185,800 円

高校卒 140,100 円 149,800 円 140,100 円 149,800 円

技　能
労務職

高校卒 137,200 円 146,700 円 137,200 円 146,700 円

中学卒 129,200 円 137,200 円 129,200 円 137,200 円

 （５）職員の初任給の状況 （平成 21 年４月１日現在）

区　分 経験年数 10 年 経験年数 15 年 経験年数 20 年

一　般
行政職

大学卒 249,145 円 289,360 円 337,233 円

高校卒 208,500 円 ＊＊＊ 287,425 円

技　能
労務職

高校卒 − − −

中学卒 − − −

 （６）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成 21 年４月１日現在）

※　***：対象者が少人数の為非表示
　　−：対象者なし

 （３）ラスパイレス指数の状況

平成 19 年 平成 20 年

93.6％ 94.2％
区　分

一般行政職 現　業　職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

うるま市 331,327 円 45.3 歳 320,541 円 47.9 歳

国 325,521 円 41.5 歳 285,548 円 49.2 歳

 （４）職員の平均年齢及び平均給料月額の状況　　（平成 21 年 4 月 1 日現在）

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を
100 とした場合の地方公務員の給与水準を示す

　指数である。

 （注）1 職員手当には退職手当を含まない。　　2 職員数は、平成 20 年 4 月 1 日現在の在職者数である。

 （１）人件費の状況（普通会計決算）

区　　分 住民基本台帳人口（年度末） 歳出総額　Ａ 実質収支 人件費 B 人件費率（B/A）（参考）Ｈ 19 年度の人件費率

20 年度 （21.3.31） 117,105 人 46,536,872 千円 863,415 千円 7,695,526 千円 16.5％ 18.0％
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区　　　分 給料月額等 期末手当 退職手当（算定方法：任期４年の場合）

給　料

市　　　　　長
副　　市　　長
収　　入　　役
教　　育　　長
水道事業管理者

869,000 円
704,000 円
635,000 円
635,000 円
635,000 円

６月期 1.55 月分
12 月期 1.65 月分

計 3.20 月分
役職加算  15％

給料月額×在任期間 4 年× 500/100
給料月額×在任期間 4 年× 300/100
給料月額×在任期間 4 年× 275/100
給料月額×在任期間 4 年× 250/100
給料月額×在任期間 4 年× 250/100

報　酬
議　　　　　長
副　　議　　長
議　　　　　員

442,000 円
395,000 円
371,000 円

６月期 1.60 月分
12 月期 1.70 月分

計 3.30 月分
役職加算  15％

 （10）特別職の報酬等の状況（平成 21 年４月１日現在）

期末・勤勉手当

区　　分 ６月期 12 月期 計 役職段階別加算

期末手当 1.40 月分 1.60 月分 3.00 月分

有勤勉手当 0.675 月分 0.675 月分 1.35 月分

計 2.075 月分 2.275 月分 4.35 月分

退職手当

区　　　分 自己都合退職 勧奨・定年退職

勤続 20 年 23.50 月分 30.55 月分

勤続 25 年 33.50 月分 41.34 月分

勤続 35 年 47.50 月分 59.28 月分

最高限度額 59.28 月分 59.28 月分

定年前早期退職特例措置 （２％〜 20％加算）

退職時特別昇給 平成 20 年度より全廃

１人当たり平均支給額 ＊＊＊ 24,649 千円

 （８）期末・勤勉手当及び退職手当の状況（平成 21 年 4 月 1 日現在 )

区　　分 内　　容 国の制度との異同 国の制度と異なる内容 支給実績（Ｈ 20 年度決算）

扶　養　手　当

配偶者　　　　13,000 円
その他　　　　1 人につき 6,500 円
　配偶者がいない場合１人目 11,000 円
　16 〜 22 歳の子１人につき 5,000 円加算

同 124,220 千円

住　居　手　当 借家（限度額）　　27,000 円
持家（新築又は購入から 5 年間）　　2,500 円 同 66,266 千円

通　勤　手　当

通勤距離が１D以上でバスや自動車等を利用する
者に支給
　バス利用者 運賃額 55,000円までは実費支給
　自家用車等 距離に応じ 2,000円〜 24,500円支給

異
国は、2 D以上から支
給　バスは６箇月定期
券等による一括支給

39,224 千円

管 理 職 手 当 部長職　給料の 8%
課長職　給料の 6% 35,343 千円

特 殊 勤 務 手 当

支給実績（平成 20 年度） 15,641 千円

職員全体に占める手当支給職員の割合	 36.6％

支給対象職員１人当たり平均支給年額 47 千円

手当の種類 17

代表的な手当の名称
支給額の多い手当 建築主事手当、徴税手当、福祉手当、消防職員手当

多くの職員に支給されている手当 消防職員手当、保育士手当、幼稚園教諭手当

時間外勤務手当 平成 20 年度
支給総額 45,131 千円

職員１人当たり支給年額 57 千円

 （９）職員手当の状況（平成 21 年 4 月 1 日現在 )

※　退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額である。

お問い合わせ　職員課　1９７３−５２５１

※その他職員の勤務条件、処分、服務等について、
　職員課のホームページでご覧になれます。

うるま市のホームページ　　http://www.city.uruma.lg.jp/
各課の案内　→　総務部職員課

支 

給 

率



11月は児童虐待防止の推進月間です！！

「守ろうよ　未来を見つめる　小さなひとみ」（平成 21年度「児童虐待防止推進月間」標語）

　皆さんの身近に、不自然な傷や行動・表情など、何か様子がおかしいという子どもはいませんか？もしも、「様

子がおかしい、虐待では…？」と感じたら迷わず市町村・福祉事務所、児童相談所に連絡（通告）ください。

　連絡（通告）は子どもを守るためのもので、困っている家庭への支援のスタートです !!

※相談者・通告者のプライバシーは守られます。

気づいてください！虐待を受けている子どもはサインを送っています

「虐待を受けたと思われる子ども」を見つけたときには？

「子育て教育相談（カウンセリング）」の

相談指導業務を行っています。

【相談日】毎月第４木曜日

　　　　　午後１時〜５時まで

【場　所】うるま市本庁舎　児童家庭課（偶数月）

　　　　　石川保健相談センター（奇数月）

※先着４名となっております。

子育てに関する相談に臨床心理士が対応します。

相談は無料です。

申込みは事前に電話での予約が必要です。

※都合により変更になる時もありますのでご了承く

ださい。

※電話など口頭でも差し支えありません。

　児童家庭課（家庭児童相談室）

　1９７３−４９８３

子どものサインに気づいたときには連絡

（通告）しましょう。相談者・通告者の

プライバシーは守られます。

【連絡（通告）先】

○うるま市児童家庭課（家庭児童相談室）
　月〜金　午前８時30分〜午後５時15分
　1 ９７３−４９８３
○沖縄県コザ児童相談所
　月〜金　午前８時30分〜午後５時30分
　1 ９３７−０８５９
○子ども虐待ホットライン
　（夜間・土日祝・年末年始（24時間対応）
　1 ８８６−２９００
○うるま警察署
　1 ９７３−０１１０
○石川警察署
　1 ９６４−４１１０
※緊急の場合には「１１０番」通報しましょう。

４つの種類があります

○身体的虐待	 殴る、蹴る、たばこの火を押しつける、熱湯をかける　など。

○性的虐待	 性的行為の強要、性器や性交を見せる、ポルノなどの対象にする　など。

○ネグレクト	 家や車の中に放置する、食事を与えない、ひどく不潔にする、健康を損ねても治療しない　など。

○心理的虐待	 言葉による脅し、無視、差別、子どもの前でＤＶを行う　など。

虐待とは、いったいどんなことをいうのでしょうか？

まずは虐待のサインに気づくこと・・・例えば

○地域	 虐待行為そのものの目撃。たたく声や叫び声。

○子どもの様子	 不自然な傷が多い。不自然な時間の徘徊。衣服や体が非常に汚れている。

	 いつもお腹を空かせているなど。

○親（保護者）の様子	 地域の中で孤立している。子どもがケガをしたり、病気になっても医者に診せない。

	 小さな子どもを置いたまま外出するなど。

どのような時に連絡（通告）したらよいのでしょうか？

�11 月号　広報うるま 2009



「女性に対する暴力をなくす運動」

午後 2 時〜 4 時 　◎うるみん 3 階ホール

相談窓口 電話番号 相談窓口 電話番号

うるま市女性相談室（児童家庭課） 1 973-5041 強姦救援センター・沖縄（REICO） 1 890-6110

沖縄県女性相談所・配偶者暴力相談支
援センター

1 854-1172
那覇地方法務局
（女性の人権ホットライン）

1 853-1102

沖縄県男女共同参画センター
てぃるる相談室

1 868-4010
沖縄労働局雇用均等室
（セクシュアル・ハラスメントに関する相談）

1 868-4380

沖縄県警察本部　警察安全相談
性犯罪被害者専用相談電話

1 863-9110
1 868-0110

うるま警察署生活安全課 1 973-0110

女性に対する

暴力根絶のための

シンボルマーク

第
３
期
う
る
ま
市

男
女
共
同
参
画
懇
話
会
委
員

　

去
る
９
月
７
日
に
、
第
３
期
う
る
ま
市
男
女
共

同
参
画
懇
話
会
委
員
の
委
嘱
状
交
付
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
懇
話
会
は
、
う
る
ま
市
に
お
け
る

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
施
策
の
あ
り
方
に
つ
い

て
調
査
・
審
議
し
、
庁
内
の
推
進
体
制
で
あ
る
う

る
ま
市
男
女
共
同
参
画
推
進
本
部
と
連
携
の
も
と
、

「
う
る
ま
市
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
〜
う
る
ま
夢

プ
ラ
ン
〜
」（
平
成
19
年
３
月
策
定
）
の
効
果
的
な

推
進
を
目
指
し
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

な
お
、
委
員
に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

（
※
任
期
は
２
年
で
す
）

11/12
↓
11/25

　暴力は、その対象の性別や加害者、被害者の間柄を問わず、決して許され

るものではありません。特に、配偶者等からの暴力、性犯罪、売買春・人身

取引、セクシュアル・ハラスメント、ストーカー行為等女性に対する暴力は、

女性の人権を著しく侵害するものであり、男女共同参画社会を形成していく

上で克服すべき重要な課題です。

　11 月 25 日の「女性に対する暴力撤廃国際日」にちなんで、11 月 12 日

から 25日まで「女性に対する暴力をなくす運動」を実施しております。

　本市においても、この運動に合わせてパネル展示やDV防止啓発講座を開

催いたします。

　身近な暴力を許さない社会の実現をめざして、この機会にぜひ一度、足を

運んでください。

男
女
共
同
参
画
国
内
外
研
修
派
遣

補
助
金
事
業
参
加
者
報
告
会

　

市
の
補
助
金
を
受
け
、
研
修
へ
参
加
し
た
市
民

が
、
研
修
内
容
を
多
く
の
方
々
に
報
告
す
る
こ
と

に
よ
り
、
情
報
の
共
有
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
報
告
会
で
す
。

【
と　

き
】
11
月
27
日
（
金
）

　
　
　
　

  

午
後
７
時
〜
８
時

【
と
こ
ろ
】
う
る
ま
市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

	

う
る
み
ん
３
階
視
聴
覚
室

【
定　

員
】
50
名

【
入
場
料
】
無
料

【
申
込
方
法
】
参
加
希
望
の
方
は
、
企
画
課
ま
で
電

話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
企
画
課
】

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

９
７
３
‐
５
０
０
５

Ｆ
Ａ
Ｘ　

９
７
３
‐
９
８
１
９

■各種相談窓口（※相談無料・秘密厳守）　　〜ひとりで悩まないで、まずご相談ください〜

DV防止啓発講座11/16
（月）

入場無料です。

講 師：名
な か

嘉 知
ち え り

恵理 氏
（沖縄県更生保護会DV加害者相談室研究員・心理士）

DVについて考える

〜お互いを尊重できる社会をめざして〜
※講座への参加ご希望の方は、右記へお申し込みください。

うるみん１階ロビー
「女性に対する暴力防止」パネル展11/12

（木）

◆ＤＶ、性犯罪、売買春、人身取引、セクシュアル・
ハラスメント、ストーカー行為など。

【お問い合わせ先】　うるま市役所　企画課

電　話：９７３−５００５

ＦＡＸ：９７３−９８１９

11/25
（水）

→
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市役所を訪れた代表児童と学校関係者 

まちの話題
まちのイベントや地域の話題をお届けします。まちのイベントや地域の話題をお届けします。

　9月22日、沖縄コンベンションセンターで行われた
大会で与那城小学校金管バンド部が見事金賞を受賞、
大分県で行われる九州大会への切符を手にしました。
10月6日、市役所を訪れた代表児童や学校関係者がそ
の喜びを伝え、九州大会に向けて抱負を語りました。 

9/16　第45回沖縄県身体障害者 
　　　　スポーツ大会総合優勝報告 

金賞受賞、九州大会へ派遣 
第28回県小学校バンドフェスティバル金賞受賞報告 

見事１位に輝いた小型ポンプ操法（女子の部） 

　9月30日、県消防学校で6消防団から88人の団員が
出場して操法大会が行われ、日頃の訓練成果を披露し
ました。大会に出場したうるま市消防団は、小型ポン
プで男女がそれぞれ1位、自動車ポンプで2位、応用で
4位というすばらしい成績を収めました。 

日頃の訓練の成果を披露 
第36回沖縄県消防協会中部支部消防団操法大会 

ギネス記録に挑戦する参加者 

　市ちょうちょう愛好会結成10周年を記念して10月
10日、11日市役所本庁横広場で祭りが開催されました。
10日には、横広場に設置された40メートル四方の「バ
タフライまがドーム」で、放蝶数でギネス記録に挑戦
するイベントが行なわれ、市民らがオオゴマダラを
1808匹放しました。 

市蝶放ちギネス記録に挑戦 
第１回 うるま市ちょうちょう祭り 

10/8　重量挙げ　東アジア大会出場報告 
　市与那城平安座出身
で九州国際大学４年の
福嶺佑耶さん（右から
２人目）が、12月に香
港で開催される東アジ
ア大会へ日本代表とし
て出場が決定し、関係
者と共に市役所を訪れ
その喜びとアジア大会への抱負を語りました。 
 

10/8　第11回　アサヒ飲料杯 
　　　　スポニチフットサル・クラブ 
　　　　選手権沖縄県予選優勝報告 
　8月16日に12チームが
参加して行われた県予
選で、市内で活動する
フットボールチーム石
川Ｊｒ・ＯＢが２連覇
を達成。市役所を訪れ
た選手ら関係者がその
喜びを伝えました。 

　9月13日、名護市営陸
上競技場と名桜大学を
会場に開催され、県内各
地から約600人の選手が
参加。うるま市からは48
人の選手が大会へ出場し、
日頃の練習の成果を発
揮して見事総合優勝を
勝ち取りました。 

10/8　第4回 ＬＰＧカップ争奪 
　　　　学童軟式野球大会優勝報告 
　9月19、20日の両日に
行われた大会で、少年大
和が見事優勝の栄冠を
手にしました。 
　市役所を訪れた選手
と関係者が、島袋市長、
謝敷教育長にその喜び
を伝えました。 

　うるま市で本年度中に新たに１００歳となる長寿者は、具志川地域２１人、石川地域６人、勝連地域５人、
与那城地域７人の計３９人で県内では那覇市に続き２番目の多さとなっています。（９月２１日現在） 
　９月２１日の敬老の日に島袋市長が市内で新百歳を迎えた方を訪問し長寿を祝いました。 
　新百歳を迎えた長寿者には、内閣総理大臣から祝状と銀杯、県知事から祝状と記念品、島袋市長からは長
寿者本人の額入記念写真と祝金が贈られました。 

寿
長嶺ヨシさんご家族 

宮城眞元さんご家族 花城カメさんご家族 

島袋トシさんご家族 玉城ツルさんご家族 

 

ふくみね　ゆうや 
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石川地域
石川曙 久　保　シズ子
石川曙 吉　山　盛　金
石川 石　原　和　子
石川東山本町 玉　城　ツ　ル
石川東山本町 前　原　フ　ミ
石川伊波 屋嘉部　ミ　ト

勝連地域
勝連南風原 玉　榮　ウ　ト
勝連南風原 大　庭　ハ　ル
勝連南風原 宜壽次　政　喜
勝連平安名 高　屋　ハ　ナ
勝連平安名 勝　連　親　亀

具志川地域
字具志川 仲　本　啓　子
字田　場 新　垣　マセイ
字天　願 安慶名　マ　ツ
字天　願 平　良　蒲　吉
字天　願 新　屋　カ　メ
字天　願 宇　良　　笑　
字天　願 兼　島　ツ　ル
字昆　布 古　堅　千　代
字昆　布 名　護　ト　キ
字昆　布 横　田　成　二
字栄野比 島　袋　ウ　シ
字西　原 古　謝　カマド
字安慶名 崎　上　ウ　ト
字兼箇段 宮　里　カマド
字兼箇段 佐久本　ト　ヨ
字江　洲 稲　嶺　カ　メ
字宮　里 嘉　陽　カ　メ
字上江洲 島　袋　ト　シ
字前　原 長　嶺　ヨ　シ
みどり町 運　天　ス　エ
みどり町 小　濱　カ　マ

与那城地域
与那城照間 花　城　ハ　ナ
与那城照間 花　城　カ　ミ
与那城 宮　城　眞　元　
与那城西原 我如古　英　勇
与那城屋慶名 仲　里　カ　メ
与那城平安座 川　前　信　吉
与那城上原 名　呉　トクヘ
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市役所を訪れた代表児童と学校関係者 

まちの話題
まちのイベントや地域の話題をお届けします。まちのイベントや地域の話題をお届けします。

　9月22日、沖縄コンベンションセンターで行われた
大会で与那城小学校金管バンド部が見事金賞を受賞、
大分県で行われる九州大会への切符を手にしました。
10月6日、市役所を訪れた代表児童や学校関係者がそ
の喜びを伝え、九州大会に向けて抱負を語りました。 

9/16　第45回沖縄県身体障害者 
　　　　スポーツ大会総合優勝報告 

金賞受賞、九州大会へ派遣 
第28回県小学校バンドフェスティバル金賞受賞報告 

見事１位に輝いた小型ポンプ操法（女子の部） 

　9月30日、県消防学校で6消防団から88人の団員が
出場して操法大会が行われ、日頃の訓練成果を披露し
ました。大会に出場したうるま市消防団は、小型ポン
プで男女がそれぞれ1位、自動車ポンプで2位、応用で
4位というすばらしい成績を収めました。 

日頃の訓練の成果を披露 
第36回沖縄県消防協会中部支部消防団操法大会 

ギネス記録に挑戦する参加者 

　市ちょうちょう愛好会結成10周年を記念して10月
10日、11日市役所本庁横広場で祭りが開催されました。
10日には、横広場に設置された40メートル四方の「バ
タフライまがドーム」で、放蝶数でギネス記録に挑戦
するイベントが行なわれ、市民らがオオゴマダラを
1808匹放しました。 

市蝶放ちギネス記録に挑戦 
第１回 うるま市ちょうちょう祭り 

10/8　重量挙げ　東アジア大会出場報告 
　市与那城平安座出身
で九州国際大学４年の
福嶺佑耶さん（右から
２人目）が、12月に香
港で開催される東アジ
ア大会へ日本代表とし
て出場が決定し、関係
者と共に市役所を訪れ
その喜びとアジア大会への抱負を語りました。 
 

10/8　第11回　アサヒ飲料杯 
　　　　スポニチフットサル・クラブ 
　　　　選手権沖縄県予選優勝報告 
　8月16日に12チームが
参加して行われた県予
選で、市内で活動する
フットボールチーム石
川Ｊｒ・ＯＢが２連覇
を達成。市役所を訪れ
た選手ら関係者がその
喜びを伝えました。 

　9月13日、名護市営陸
上競技場と名桜大学を
会場に開催され、県内各
地から約600人の選手が
参加。うるま市からは48
人の選手が大会へ出場し、
日頃の練習の成果を発
揮して見事総合優勝を
勝ち取りました。 

10/8　第4回 ＬＰＧカップ争奪 
　　　　学童軟式野球大会優勝報告 
　9月19、20日の両日に
行われた大会で、少年大
和が見事優勝の栄冠を
手にしました。 
　市役所を訪れた選手
と関係者が、島袋市長、
謝敷教育長にその喜び
を伝えました。 

　うるま市で本年度中に新たに１００歳となる長寿者は、具志川地域２１人、石川地域６人、勝連地域５人、
与那城地域７人の計３９人で県内では那覇市に続き２番目の多さとなっています。（９月２１日現在） 
　９月２１日の敬老の日に島袋市長が市内で新百歳を迎えた方を訪問し長寿を祝いました。 
　新百歳を迎えた長寿者には、内閣総理大臣から祝状と銀杯、県知事から祝状と記念品、島袋市長からは長
寿者本人の額入記念写真と祝金が贈られました。 

寿
長嶺ヨシさんご家族 

宮城眞元さんご家族 花城カメさんご家族 

島袋トシさんご家族 玉城ツルさんご家族 

 

ふくみね　ゆうや 

11 広報うるま 2009　11 月号



1211 月号　広報うるま 2009

11月・12月は「税」の納付推進月間です

〜私たちの納める「税」は、こんなことに使われています〜

「差押」の対象となるもの

　納付推進期間中、国民健康保険課では次の日程で、「納付相談のため

の窓口」を午後８時まで延長しますので、多くの皆様がご利用くださ

るようお願いします。

—  この社会あなたの税がいきている —

　豊かで住みよいまちづくりを実現するために必要な財源は、私たちの「税金」によってまかなわれています。

市県民税・固定資産税・軽自動車税などの市税及び国民健康保険税・介護保険料の納め忘れはありませんか？

○ 道路・公園・街灯などの設置・維持管理費

○ 学校などの教育施設・文化施設などの建設・維持管理費

○ 福祉の向上を図るための費用

○ 医療保険や介護保険の適正な制度運営

○ 日常生活で発生するごみの処理費用　・・・などなど

「税」は住みよい街づくりを行うための大切な財源です。そのため、納付がなされない場合には、

「財産の差押」等のペナルティーが課せられることがあります。

○ 給与や預貯金（銀行等口座）

○ 動産（自動車・テレビ・宝石類等）

○ 不動産、賃貸料（土地・軍用地料・家賃等）

国民健康保険税を滞納すると…

　短期被保険者証（通常の保険証より有効期間の短い保険証）が交付されたり、かかった医療費がいったん全額自

己負担になったりします。

・11 月 10 日（火）午後６時〜午後８時

・11 月 19 日（木）午後６時〜午後８時

・11 月 26 日（木）午後６時〜午後８時

介護保険料を滞納すると…

　介護保険サービス費がいったん全額自己負担（支払い方法が償還払い）になったり、自己負担が１割負担から３

割負担に引き上げられたりします。

納付が困難な場合には、お早めにご相談ください。

お問い合わせ

・市税のお支払いに関すること・・・・・・・・・・・・・・・・納税課（1９７３−１０９９）

・市県民税・軽自動車税・法人市民税の金額に関すること・・・市民税課（1９７３−５３８２）

・固定資産税に関すること・・・・・・・・・・・・・・・・・資産税課（1９７３−５３９４）

・国民健康保険税に関すること・・・・・・・・・・・・国民健康保険課（1９７３−３２０２）

・介護保険料に関すること・・・・・・・・・・・・・・・・介護長寿課（1９７３−３２０８）

（タイヤロック）



行事案内（11月〜12月初旬）行事案内（11月〜12月初旬）

　図書館では、毎月テーマ別に特集を組んでたくさ 
んの資料を展示・紹介しています（おすすめ資料）。 

☆館内利用者用コンピュータ端末及びホームページからもご覧になれます。

今月のテーマはコレ！

今月のおすすめ資料

図 書 館 休 館 日 

おはなし会

おはなしの部屋
毎月第４土曜日
午前10時30分〜

あかちゃんのための
おはなし会

毎月第3木曜日
午前11時〜

あさがおの会

すだちの会

おはなし会
毎月10月第1・3土曜日
午前10時30分〜

第1：コスモスの会
第3：石川図書館友の会

毎週金曜日
午前10時30分〜

よみきかせサークル
ミュージック♪

ラビット

ブックポケットの
おはなし会

11月14日（土）
午前10時〜

ブックポケット
場所：石川地区公民館

11月21日（土）
午前10時30分〜

おはなしパラダイス
おはなしコンサート

行　事 日　時 サークル名等

中
　
央

石
　
川

勝
　
連

　食べること＝生きること。美味しいものを食べると幸
せな気持ちになりませんか？心を込めて作られた料理は、
時に癒され、励まされ、思い出の一部になったりする。そ

本の
　中の

★特別整理期間（蔵書点検）★ 

特集特集特集 料 理 店  

蔵書点検って何ですか？

　　 うるま市立図書館では、毎年11月頃に「蔵書点検」
を行なっております。蔵書点検とは簡単に言うと「棚
卸し」のことです。この期間中、職員総がかりで全て
の資料（図書・雑誌・紙芝居・ＡＶ資料等）が実際に
ある場所とパソコンの所蔵データが一致しているか点
検します。資料の所蔵数は３館合わせて約38万点以
上にのぼりますが、それらを一つ一つ確認していきま
す。そのほか、書庫内の資料整理など、開館しながら
では出来ない作業を集中的に行なっております。
今後も利用者の皆様がお求めの資料を、正しく迅速に
提供していく為に必要な作業です。より利用しやすい
図書館にするために、ご協力ください。

AA

ＱＱ

としょかんＱ＆ＡとしょかんＱ＆ＡとしょかんＱ＆Ａ

中央館／体のメンテナンス（一般）

　　　　ぶー ブー ぶたのえほん（児童）

石川館／ママと赤ちゃんの本（一般）

　　　　家族で楽しむ絵本（児童）

勝連館／まどみちお特集

☆うるま市立図書館ホームページ　http://www.library.city.uruma.lg.jp/☆うるま市立図書館ホームページ　http://www.library.city.uruma.lg.jp/

中央図書館　1974-1112
石川図書館　1964-5166
勝連図書館　1978-4321

『食堂かたつむり』

小川 糸　著
ポプラ社

おがわ  いと

いいじま　な　み

 『シネマ食堂』

飯島 奈美　著
朝日新聞出版

こんどう  ふみえ

・毎週月曜日 
・11月3日（火） 文化の日  
・11月24日（火） 振替休館日 

 『タルト・タタンの夢』

近藤 史恵　著
東京創元社

　ヘルシンキの街角にある「かもめ食堂」
で三人の日本人女性が出会った…。 
サチエがフィンランドで経営する、「お
にぎり」が看板メニューの食堂を舞台
にはじまる不思議な物語。映画「かも
め食堂」の原作。 

(一般書)所蔵館　中央 ・勝連

　ある日アルバイトから帰ると、恋人
も家財道具も何もかもが…消えていた。 
　失意のまま故郷に戻った倫子は、一日
一組だけの食堂「かたつむり」を始める。
いつしか、ここで食事をすると願い事が
叶うという噂が広まり…。 

(一般書)所蔵館　中央 ・石川

　「あの映画に出てきた料理が食べ
てみたい！」そんな願いを叶えました。 
古今東西の邦画・洋画に登場する「料理」
を、人気フードスタイリスト・飯島奈美さ
んが再現。作って食べて、名画のワンシー
ンがよみがえる！ 

(一般書)所蔵館　中央

　ちょっと変わり者のシェフの絶品
料理と極上のミステリを召し上がれ！ 
下町の小さなフレンチレストラン「ビス
トロ・パ・マル」。ギャルソンを語り役に、
三舟シェフが客の謎を解く！続編『ヴァン・
ショーをあなたに』も在。 

(一般書)所蔵館　石川

  『かもめ食堂』

群 ようこ　著
幻冬舎

むれ

としょかんだよりとしょかんだより

休館中、本・雑誌はブックポストへ返却できます（ＣＤ・ビ
デオ・ＤＶＤ・カセットテープ・紙芝居は破損の原因になりま
すので、休館明け以降に直接カウンターまでお返し下さい）。
また、蔵書点検の為に普段ご利用の図書館が休館の場合でも
他２館が開館していますので、そちらで貸出・返却などのご
利用ができます。ご理解、ご協力をおねがいします。

中央館　１１月４日（水）～１１月１５日（日） 

石川館　１１月１７日（火）～１１月２７日（金） 

勝連館　１１月２８日（土）～１２月４日（金） 
映画ゴハンをお試しあれ 

シェフの華麗な推理と料理 

メニューのない食堂で・・・ 

異国の地で出会った味 
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高
齢
者
の
季
節
性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て
！

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
で

感
染
を
予
防
し
よ
う

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
？

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
防
ぐ
、

日
常
生
活
の
過
ご
し
方

　

朝
夕
涼
し
く
な
り
、
秋
の
気
配
を

感
じ
る
今
日
こ
の
頃
。
季
節
の
変
わ

り
目
は
特
に
、
体
調
も
崩
し
や
す
か
っ

た
り
し
ま
す
が
、
い
か
が
お
過
ご
し

で
す
か
？

　

毎
年
流
行
っ
て
い
る
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
。
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
冬
場
に

向
け
、
早
め
に
そ
の
予
防
方
法
を
知

る
こ
と
で
、
感
染
を
予
防
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

予
防
接
種
後
、
免
疫
力
が
つ
く
ま
で
、

約
２
週
間
か
か
り
ま
す
。

　

流
行
す
る
前
に
接
種
を
済
ま
せ
、
予
防

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
一
般
的
に
10
月

下
旬
か
ら
12
月
上
旬
ま
で
に
受
け
る
の
が

望
ま
し
い
で
す
。

　

接
種
希
望
者
は
、
か
か
り
つ
け
医
者
と

よ
く
相
談
し
て
、
ぜ
ひ
受
け
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
か
か
っ
た
人
の
咳せ
き

、
く
し
ゃ
み
、
つ

ば
な
ど
の
飛ひ
ま
つ沫
と
共
に
放
出
さ
れ
た
ウ
イ

ル
ス
を
、
鼻
や
気
管
な
ど
気
道
に
吸
入
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
感
染
し
ま
す
（
飛
沫
感

染
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
）。

　

普
通
の
風
邪
症
状
と
は
違
っ
て
、
38
度

以
上
の
発
熱
、
頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛

な
ど
全
身
症
状
が
強
く
で
ま
す
。

　

ま
た
、
気
管
支
炎
や
肺
炎
を
合
併
し
や

す
く
、
重
症
化
す
る
と
脳
炎
や
心
不
全
を

起
こ
す
こ
と
も
あ
り
、
体
力
の
な
い
高
齢

者
や
乳
幼
児
な
ど
は
、
命
に
か
か
わ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

流
行
は
、
お
お
む
ね
初
冬
か
ら
春
先
に

多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　
（
＊
沖
縄
県
感
染
症
情
報
セ
ン
タ
ー

http://w
w

w
.idsc-okinaw

a.jp/

で
、

最
新
の
発
生
状
況
が
把
握
で
き
ま
す
。）

①
栄
養
と
休
養
を
十
分
と
る

　

不
規
則
な
生
活
で
リ
ズ
ム
が
崩
れ
る
と

抵
抗
力
が
弱
ま
り
ま
す
。
休
養
で
疲
れ
を

十
分
に
と
り
、
体
力
や
抵
抗
力
を
高
め
ま

し
ょ
う
。　

　

バ
ラ
ン
ス
よ
く
栄
養
を
と
る
こ
と
も
大

切
で
す
。

②
外
出
後
の
う
が
い
と
手
洗
い

　

日
頃
か
ら
外
出
か
ら
帰
っ
て
き
た
ら
、

す
ぐ
に
う
が
い
を
す
る
習
慣
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。
手
洗
い
は
、
石
鹸
と
流
水
で
洗

い
ま
し
ょ
う
。
帰
宅
後
と
食
前
が
効
果
的

で
す
。

③
室
内
換
気
と
湿
度
を
保
つ

　

空
気
が
乾
燥
す
る
と
、
の
ど
の
粘
膜
の

防
御
機
能
が
低
下
す
る
た
め
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
ウ

イ
ル
ス
は
低
温
・
低
湿
を
好
む
の
で
、
適

度
な
湿
度
（
50
〜
60
％
）
を
保
ち
ま
し
ょ

う
。
室
内
に
濡
れ
タ
オ
ル
を
干
す
・
加
湿

器
を
利
用
す
る
な
ど
す
る
と
良
い
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
定
期
的
な
換
気
で
、
室
内
の

空
気
を
き
れ
い
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

④
マ
ス
ク
を
利
用
す
る　

　

病
院
な
ど
人
混
み
で
は
、
ウ
イ
ル
ス
の

進
入
を
防
ぎ
、
喉
の
乾
燥
を
防
止
し
ま
す
。

　

う
る
ま
市
で
は
、
高
齢
者
（
65
歳

以
上
）
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
を
一
部
公
費
負
担
で
受
け
る
事
が

で
き
ま
す
。

【
対
象
】

　

う
る
ま
市
に
住
所
の
あ
る
方
で

　

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者

②
60
〜
65
歳
未
満
で
心
臓
・
じ
ん

臓
・
呼
吸
器
等
に
重
い
病
気
が

あ
り
医
師
が
必
要
と
認
め
た
方

【
実
施
期
間
】

　

平
成
21
年
10
月
１
日
〜

　

平
成
22
年
２
月
28
日
ま
で

【
自
己
負
担
】
千
円　

【
公
費
負
担
】
３
千
円

【
注
意
点
】

①
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
受
諾

医
療
機
関
へ
電
話
予
約
が
必
要

で
す
。（
予
診
票
は
各
医
療
機
関

に
あ
り
ま
す
。）

②
健
康
手
帳(

住
民
健
診
時
に
用

い
る
手
帳)

を
持
参
し
、
記
録

し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

＊
詳
し
く
は
、
健
康
支
援
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
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平
成
21
年
度
の
老
齢
基
礎
年
金
額
は
、

40
年
間
保
険
料
を
納
め
た
場
合
の
満
額
で

７
９
２
，１
０
０
円
で
す
。
付
加
年
金
は
老

後
に
よ
り
多
く
の
年
金
を
受
け
た
い
と
考

え
て
い
る
方
の
た
め
に
、
老
齢
基
礎
年
金

に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
年
金
で
す
。

　

毎
月
の
国
民
年
金
保
険
料
（
平
成
21
年

度
は
１
４
，６
６
０
円
）
に
、
上
乗
せ
し
て

納
め
る
保
険
料
（
月
額
４
０
０
円
）
で
す
。

　

付
加
年
金
額
は
、
２
０
０
円
×
付
加
保

険
料
納
付
月
数
で
計
算
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
付
加
保
険
料
（
４
０
０
円
）

を
10
年
間
納
付
（
４
万
８
千
円
）
し
た
場

合
の
付
加
年
金
額
は
、

つ
ま
り
、
付
加
年
金
を
２
年
間
受
給
す
る

と
納
付
し
た
付
加
保
険
料
総
額
と
同
額
に

な
り
、
２
年
で
元
が
と
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

旬
に
同
様
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
結
果
と
し
て
、
平
成
21
年
中
に
国
民

年
金
の
保
険
料
を
納
付
し
た
方
の
全
員
に
こ
の

証
明
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
の
手
続
き
の
際

に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
や
領
収
書
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

　

控
除
証
明
を
な
く
さ
れ
た
場
合
は
、
市
町

村
で
は
再
発
行
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
再
発
行
が
必
要
な
際

に
は
、
コ
ザ
社
会
保
険
事
務
所
（
1
９
３
３
─

３
４
３
７
・
９
３
３
─
３
４
３
８
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ご
家
族
の
国
民
年
金
を
納
付
し
た
場
合
は
、

そ
の
納
付
額
の
全
額
が
納
付
し
た
方
の
所
得
税

等
の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。
ご
自
身
の
社
会

保
険
料
の
額
と
合
算
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
ご
家
族
分
の
控
除
証
明
書
も
申
告
す
る
方

の
申
告
書
に
添
付
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
付
加
年
金
は
定
額
の
た
め
、
物
価
ス
ラ

イ
ド
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
納
め
た
保
険
料
は
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
と
な
る
の
で
節
税
に
も
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
の
方
で
す
。

※
保
険
料
の
免
除
や
保
険
料
の
納
付
猶
予

を
受
け
て
い
る
方
、
国
民
年
金
基
金
に

加
入
し
て
い
る
方
は
付
加
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

①
窓
口
で
申
し
込
ん
だ
月
分
か
ら
納
付
で

き
ま
す
。

②
納
付
期
限
は
翌
月
末
で
す
。

③
納
付
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
は
、
そ
の
月

分
の
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

市
役
所
年
金
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全
額
が
所

得
税
・
市
県
民
税
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
を
控
除
と
し
て
申
告
す
る

場
合
は
、
今
年
１
年
間
に
納
付
（
納
付
見
込
み

を
含
む
）
し
た
国
民
年
金
保
険
料
を
証
明
す
る

書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
が
発
行
す
る
控

除
証
明
書
と
同
様
に
、
１
年
間
に
納
付
し
た
国

民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る｢

社
会
保
険

料(

国
民
年
金
保
険
料)

控
除
証
明
書｣

(

ハ

ガ
キ)

が
、
社
会
保
険
庁
か
ら
毎
年
11
月
初
旬

に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

証
明
書
の
内
容
は
本
年
１
月
か
ら
10
月
１
日

ま
で
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
額
と
、

年
内
に
納
付
が
見
込
ま
れ
る
場
合
の
納
付
見
込

額
で
す
。

　

納
付
忘
れ
が
あ
る
場
合
も
、
年
内
に
納
付
す

れ
ば
今
年
分
の
控
除
と
し
て
、
申
告
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
た
場
合

な
ど
で
、
10
月
2
日
以
降
に
本
年
初
め
て
保
険

料
を
納
付
す
る
方
に
つ
い
て
は
、
翌
年
２
月
初

毎
年
11
月
初
旬
に
送
付

国
民
年
金
は
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

２
月
初
旬
に
送
付
さ
れ
る
場
合

控
除
証
明
書
を
な
く
さ
れ
た
場
合

ご
家
族
の
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合

付
加
年
金
と
は

付
加
保
険
料
と
は

２
年
で
元
が
と
れ
る
お
得
な
年
金
で
す
！

付
加
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は

付
加
保
険
料
の
納
付
は

お
申
込
手
続
き
は

付
加
年
金
額

200
円
×
120
月（
10
年
）

＝
２
万
４
千
円

付
加
保
険
料
を
納
め
て
年
金
額
を
増
や
し
ま
せ
ん
か
！

国民年金保険料
を納付したら社
会保険料控除の
申告を！



1611月号　広報うるま 2009

i n f o r m a t i o n

子
育
て

沖
縄
県
立
美
咲
特
別
支
援
学
校

平
成
22
年
度
幼
稚
部
幼
児
募
集
説
明
会

　

平
成
22
年
度
の
幼
児
募
集
に
向
け
て
の
説

明
会
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
知
的
に
遅
れ
の

あ
る
お
子
さ
ん
の
教
育
相
談
、
学
校
見
学
、

体
験
活
動
に
つ
い
て
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

【
と　

き
】
入
学
説
明
会　

12
月
10
日
（
木
）

　

午
後
２
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

　
（
受
付　

午
後
２
時
15
分
〜
）

出
願
期
間　

   

２
月
８
日（
月
）〜
９
日（
火
）

入
学
者
選
考
日 

３
月
９
日（
火
）又
は
10
日（
水
）

【
と
こ
ろ
】
美
咲
特
別
支
援
学
校
幼
稚
部

【
対　

象
】
平
成
22
年
３
月
31
日
現
在
で
満

年
齢
が
３
歳
・
４
歳
・
５
歳
に
達
す
る
知
的

発
達
に
遅
れ
の
あ
る
幼
児
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

美
咲
特
別
支
援
学
校
幼
稚
部　

担
当
：
平
川

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
５
時

母
子
家
庭
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
事

業
の
内
容
が
変
わ
り
ま
し
た

　

母
子
家
庭
の
母
が
、
看
護
師
、
介
護
福
祉

士
な
ど
の
資
格
取
得
の
た
め
、
養
成
機
関
で

修
業
す
る
場
合
に
、
生
活
の
安
定
を
図
り
、

資
格
取
得
を
容
易
に
す
る
た
め
の
費
用
を
一

定
期
間
支
給
す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
国
の
経
済
危
機
対
策
の
一
環

と
し
て
、
支
給
対
象
者
の
条
件
な
ど
が
一
部

変
更
に
な
り
ま
し
た
。（
下
記
の
表
）

【
対
象
者
】

　

う
る
ま
市
に
住
所
を
有
す
る
母
子
家
庭
の
母

で
、
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

・
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
か
、
そ
れ

と
同
等
の
所
得
水
準
の
方

・
養
成
機
関
に
お
い
て
実
施
す
る
修
業
年
限
が
２

年
以
上
で
、
資
格
の
取
得
が
見
込
ま
れ
る
方

・
就
業
（
仕
事
）
又
は
育
児
と
修
業
の
両
立
が

困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方

・
過
去
に
、
こ
の
訓
練
促
進
費
を
受
け
た
こ
と

が
な
い
方

【
対
象
資
格
】

・
看
護
師
（
准
看
護
師
）、
介
護
福
祉
士
、
保

育
士
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
そ

の
他
市
長
が
適
当
と
認
め
る
資
格

【
申
請
方
法
】
児
童
家
庭
課
で
事
前
相
談
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
事
前
相
談
時
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

※
す
で
に
修
業
さ
れ
て
い
る
方
で
、
希
望
さ

れ
る
方
は
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

沖
縄
県
立
美
咲
特
別
支
援
学
校
幼
稚
部

９
３
８
｜
１
０
３
７

児
童
家
庭
課

９
７
３
｜
４
９
８
３

母子家庭高等技能訓練促進費事業の主な変更内容※
こ
の
内
容
は
、
平
成
21
年
６
月
５
日
か

ら
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
修

業
し
て
い
る
方
が
対
象
で
す
。

※
支
給
月
額
は
、
６
月
分
か
ら
変
更

変更項目 変　更　前 変　更　後

対象者
養成機関において実施する修業年限が２年以
上のうち、３分の２に相当する期間を修業し、
資格の取得が見込まれる方

養成機関において実施する修業年限が２年以
上で、資格の取得が見込まれる方

申請時期 修業する期間の３分の２に相当する期間を経
過した日以降に申請 修業を開始した日以降

支給対象期間 修業する期間の３分の１に相当する期間が支
給対象（12 カ月を上限）

申請のあった月から修業が満了する月までの
全期間が支給対象

支給月額 ・市町村民税非課税世帯　　103,000 円
・市町村民税課税世帯　　　  51,500 円

・市町村民税非課税世帯　 141,000 円
・市町村民税課税世帯　　　70,500 円

募　

集

う
る
ま
市
「
市
民
音
頭
」
作
品
募
集

　

市
民
の
融
和
と
郷
土
愛
の
高
揚
を
図
り
、
う

る
ま
市
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
目
的
に

「
市
民
音
頭
」
を
募
集
し
ま
す
。
市
内
外
か
ら

の
多
数
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
作
品
募
集
の
内
容
及
び
条
件
】

q 

募
集
は
、
歌
詞
の
み
と
す
る
。

w 

市
民
が
親
し
み
や
す
く
、
明
る
い
内
容
の
歌

詞
で
、
う
る
ま
市
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
も
の
。

e 

市
の
歴
史
や
風
物
を
歌
っ
た
も
の
で
、
郷

土
愛
を
高
揚
す
る
歌
詞
で
あ
る
こ
と
。

r 

歌
詞
は
、
１
番
か
ら
４
番
又
は
５
番
ま
で

と
す
る

t 

自
作
の
未
発
表
作
品
で
、
他
者
の
知
的
所

有
権
、
知
的
財
産
権
を
侵
害
し
な
い
も
の
。

y 

一
般
公
募
（
応
募
資
格
は
問
わ
な
い
）
と

し
、
一
人
１
作
品
と
す
る
。

u 

歌
詞
の
漢
字
に
は
、
必
ず
フ
リ
ガ
ナ
を
付

け
る
こ
と
。

【
申
込
方
法
】

　

ま
ち
づ
く
り
課
の
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
応
募
用
紙
又
は
、
う
る
ま
市
ま
ち
づ
く

り
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募
用
紙
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
お
申
込
く
だ
さ
い
。
多
数
の

ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

　

10
月
21
日
〜
12
月
21
日　

午
後
５
時
ま
で

　
（
郵
送
の
場
合
も
、
当
日
必
着
と
す
る
）

ま
ち
づ
く
り
課

９
７
３
｜
５
０
２
９
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i n f o r m a t i o n

Ｉ
Ｔ
事
業
支
援
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
募
集

【
指
定
期
間
】
平
成
22
年
４
月
１
日
〜

　

平
成
25
年
３
月
31
日　

【
と
こ
ろ
】
Ｉ
Ｔ 
事
業
支
援
セ
ン
タ
ー

　

う
る
ま
市
石
川
赤
崎
二
丁
目
20
番
１
号

【
対　

象
】

q
指
定
期
間
中
、
セ
ン
タ
ー
の
設
置
目
的
を

達
成
す
る
た
め
に
、
管
理
運
営
を
円
滑
且

つ
安
定
し
て
実
施
で
き
る
法
人
ま
た
は
、

法
人
で
構
成
す
る
共
同
企
業
体
。

w
共
同
企
業
体
で
の
応
募
は
、
代
表
者
を
定

め
、
共
同
企
業
体
間
で
協
定
を
結
ぶ
こ
と
。

e
税
の
滞
納
が
無
い
こ
と
。

r
役
員
に
破
産
者
及
び
禁
固
以
上
の
刑
に
処

せ
ら
れ
て
い
る
者
が
い
な
い
こ
と
。

t
会
社
更
生
法
及
び
民
事
再
生
法
等
に
よ
る

手
続
き
を
し
て
い
な
い
こ
と
。

y
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
法

等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
３
年
法
律
第
７

号
）
第
２
条
第
２
号
に
掲
げ
る
暴
力
団
及

び
そ
れ
ら
の
利
益
と
な
る
活
動
を
行
う
も

の
で
な
い
こ
と
。

u
平
成
22
年
４
月
１
日
ま
で
に
、
２
年
以
上

の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
実
務
経
験
を
有
す
る
人
員
を
確
保
で
き

る
こ
と
。

i
甲
種
防
火
対
象
物
の
防
火
管
理
者
の
資
格

を
有
す
る
者
（
取
得
若
し
く
は
雇
用
見
込

み
を
含
む
）
を
雇
用
し
て
い
る
こ
と
。

【
申
込
方
法
】
指
定
管
理
者
指
定
申
請
書
の

ほ
か
、
必
要
書
類
を
受
付
期
間
内
に
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

商
工
課

　
９
６
５
｜
５
６
１
１

※
提
出
資
料
は
、
指
定
管
理
者
の
選
定
以
外

の
目
的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。
申
請
書
類

に
係
る
費
用
は
応
募
者
の
負
担
と
し
、
提

出
さ
れ
た
書
類
や
資
料
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

【
申
込
期
間
】

　

11
月
16
日
（
月
）
〜
12
月
16
日
（
水
）

【
受
付
場
所
】
〒
９
０
４
｜
１
１
９
２

沖
縄
県
う
る
ま
市
石
川
石
崎
一
丁
目
１ 

番

う
る
ま
市
経
済
部
商
工
課

　

1　

 

０
９
８
｜
９
６
５
｜
５
６
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
９
８
｜
９
６
５
｜
５
６
２
３

【
選　
　

考
】

　
「
う
る
ま
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会
規
則
」

第
２
条
第
４
項
に
基
づ
き
、
指
定
管
理
者
選

定
委
員
会
を
開
催
し
、
書
類
審
査
及
び
面
接
・

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
と
選
定
基
準

に
準
じ
て
選
定
し
ま
す
。

　うるま市では、統合庁舎建設の基本構想を検討
するにあたり、市民の皆様のご意見を反映させる
ため、委員を募集します。

【募集人員】若干名
【応募資格】うるま市内にお住まいの方で、平日

昼間（午前 10 時から午後４時まで）
に開催する委員会に参加できる方

【応募方法】
（１）申し込み　申込書に必要事項を記入の上、う

るま市企画部企画課まで郵送、
ファックス又は E-mail で送信、
もしくは直接持参してください。

（２）受付期間　11 月１日から 11 月 30 日まで
 ※担当課での受付は、平日の午前８時 30 分から

午後５時までです。
（３）配布場所　本庁１階総合案内、石川庁舎・

勝連庁舎・与那城庁舎の市民課
窓口で配布します。また市ホー
ムページからダウンロードでき
ます。

※その他応募に関する問い合わせは次のとおりです。
【お問い合わせ先】
　企画課　担当　諸見里・平安名
　　1　　 ９７３−５００５
　ＦＡＸ　 ９７３−９８１９
　E-mail　 kikaku-ka@city.uruma.lg.jp

第
４
回
子
育
て
マ
マ
の
就
職
講
座

（
託
児
機
能
付
き
）

　

パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座
５
日
間
（
40
名
）
就

職
講
座
20
日
間
（
20
名
）
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
式

【
と　

き
】　

11
月
17
日
〜
12
月
22
日

　
　
　
　
　

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

【
と
こ
ろ
】
沖
縄
市
Ｉ
Ｔ
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
、　

　
　
　

  　
沖
縄
市
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

【
対　

象
】
就
職
を
希
望
す
る
女
性
で
講
座

の
全
日
程
を
受
講
で
き
る
方

【
申
込
期
限
】
11
月
10
日　

午
後
４
時

沖
縄
県
中
部
中
央
地
域
雇
用
創
造
協
議
会

　
８
６
０
｜
７
５
１
５

ど
ん
ぐ
り
工
作
に
挑
戦
し
よ
う

　

家
族
が
ど
ん
ぐ
り
探
し
や
木
の
実
工
作
を

通
し
て
絆
を
深
め
、
自
然
へ
の
親
し
み
を

持
つ
と
と
も
に
森
の
し
く
み
や
大
切
さ
を
学

ぶ
。

【
と　

き
】　

11
月
14
日
（
土
）、
15
日
（
日
）

【
と
こ
ろ
】
沖
縄
県
立
石
川
少
年
自
然
の
家

【
対　

象
】
小
学
生
以
上

【
定　

員
】
親
子
30
組　

１
０
０
名
程
度

【
申
込
方
法
】

　

11
月
14
日
（
土
）、
15
日
（
日
）
の
い
ず

れ
か
の
日
を
指
定
し
、
電
話
で
直
接
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
限
】　

11
月
４
日（
水
）〜
11
日（
水
）

沖
縄
県
立
石
川
少
年
自
然
の
家

　
９
６
４
｜
３
２
６
３



【
受
付
期
間
】

　

11
月
16
日
（
月
）
〜
11
月
27
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
土
日
祝
祭
日
及
び
正
午
〜
午
後
１
時
を
除

く
。

【
受
付
場
所
】
観
光
課
（
石
川
庁
舎
）

【
参
加
料
】
無
料

お
き
な
わ
マ
ラ
ソ
ン
参
加
者
募
集

【
開
催
日
】

　

平
成
22
年
３
月
７
日
（
日
）
雨
天
決
行

【
場　

所
】
沖
縄
県
総
合
運
動
公
園

　
　
　
　

 

（
ス
タ
ー
ト
・
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
）

【
対　

象
】
16
歳
以
上

【
種　

目
】

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

　

午
前
９
時　

ス
タ
ー
ト

　

午
後
３
時
15
分　

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ

10 

d
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

　

午
前
９
時
30
分　

ス
タ
ー
ト

　

午
前
11
時　

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ

【
申
込
期
間
】

　

11
月
１
日
（
日
）
〜
12
月
31
日
（
木
）

【
参
加
料
】

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

　

一
般
部
門　

４
，
５
０
０
円

　

65
歳
以
上
・
高
校
生　

３
，
５
０
０
円

　

競
技
部
門　

４
，
５
０
０
円

10 

d
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

　

一　

般　

２
，
７
０
０
円

　

高
校
生　

１
，
２
０
０
円
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i n f o r m a t i o n

第
５
回
う
る
ま
市
産
業
ま
つ
り
出
店（
展
）

及
び
第
11
回
全
沖
縄
や
ま
い
も
勝
負
へ
の

参
加
者
募
集

産
業
ま
つ
り

【
と　

き
】
12
月
19
日
（
土
）・
20
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

【
と
こ
ろ
】
石
川
庁
舎
周
辺

【
参
加
資
格
】
市
内
で
事
業
を
営
む
も
の

【
テ
ン
ト
規
格
】
２
間
×
３
間

【
出
店
（
展
）
料
】

q
テ
ン
ト
１
張
り　

６
，
０
０
０
円
、

　

テ
ン
ト
１
／
２
張
り　

３
，
０
０
０
円

w
飲
食
関
係
は
１
張
り　

１
２
，
０
０
０
円

e
テ
ン
ト
の
持
ち
込
み
も
同
様
と
す
る
。

　

規
格
外
の
場
合
は
事
務
局
で
判
断
す
る
。

※
各
出
店
（
展
）
所
へ
の
電
気
配
線
と
テ
ー

ブ
ル
４
台
・
イ
ス
４
脚
も
出
店
（
展
）
料

に
含
む
。

【
受
付
場
所
】
観
光
課
（
石
川
庁
舎
）

※
飲
食
関
係
（
パ
ー
ラ
ー
）
は
、
う
る
ま

市
商
工
会
本
所
と
す
る
。（
1
９
７
３
｜

１
０
０
０
）　

【
受
付
期
間
】

　

11
月
16
日
（
月
）
〜
11
月
27
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
土
日
祝
祭
日
及
び
正
午
〜
午
後
１
時
を
除

く
。

や
ま
い
も
勝
負

【
と　

き
】
12
月
20
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
表
彰
式
含
む
）

【
と
こ
ろ
】
石
川
庁
舎
周
辺

観
光
課

９
６
５
｜
５
６
３
４

お
き
な
わ
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
事
務
局

９
３
０
｜
０
０
８
８

【
申
込
受
付
】

・
マ
ラ
ソ
ン
事
務
局
・
琉
球
新
報
・
沖
縄
テ

レ
ビ
の
各
窓
口
（
但
し
土
日
祝
日
を
除
く
）

・
沖
縄
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
全
店
（
24
時
間

受
付
可
能
※
一
部
店
舗
除
く
）

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
ス
ポ
ー
ツ
エ
ン
ト

リ
ー
・
ラ
ン
テ
ス
）

・
現
金
書
留
及
び
郵
便
振
替

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

お
き
な
わ
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
事
務
局

〒
９
０
４
｜
０
０
３
１

沖
縄
市
上
地
２ 

｜　

17 

｜　

14
（
２
Ｆ
）

　

1　
　

９
３
０ 

｜ 

０
０
８
８

Ｆ
Ａ
Ｘ　

９
３
０ 

｜ 

０
１
０
１

e-m
ail: info@

okinaw
a-m

arathon.com

公民館名 講座・教室名 実施月日等 募集期間 対　象

勝連地区公民館

 1  ９７８−７１９４
FAX ９７８−７５４０

筆ペン書道教室
午後 2 時〜午後４時

11 月 27 日〜 12 月 18 日
毎週月・金曜日　計７回

11 ／ 16 〜
　11 ／ 20
午後９時〜
　午後５時

一般成人
（20 人）

 ・都合により日程等変更する場合があります。事前にご確認ください。
 ・申し込み多数の際は、抽選となります。※その際の手続き等については申し込み時にご確認ください。
 ・受講者が 10 人に達しない講座は開講できません。
 ・講座は無料です。（但し、教材費は自己負担となります。）
 ・講座の申し込みは、電話か FAX（講座名・氏名・住所・連絡先を記入）で募集期間中に申し込みください。

うるま市立　公民館講座のご案内
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お問い合わせ／お申込み

沖縄県環金武湾地域雇用創造協議会
事務局：うるま市石川赤崎２－２０－１　うるま市ＩＴ事業支援センター 2号館

TEL．　　　　　　　　　　　　　http://kankinwan.jp０９８－９８９－０９５６

受 講 料

無料

健康長寿分野
●介護予防運動指導員資格取得

【受講資格】
・ホームヘルパー２級以上取得後、実務経験２年
以上ある方
・看護師
・歯科医
・栄養士
・介護支援専門員など

街角コンタクトセンター

コールセンター関連プログラム

受講生募集中！
●ＣＣ（コールセンター）基礎人材育成 ●BPO人材育成（デスクワーク研修）

●ＣＣテクニカルサポート専門人材育成 ●ＣＣ管理者育成

IT事業
支援センター
2号館

石川 IC
石川署

サンエー
バイパス

名護

赤崎交差点

子育て中の方でも安心して参加できます。
コールセンター分野受講者向けに、託児所を併設！

事業者対象研修
●労務管理・人材マネジメント研修

●財務戦略研修

随時募集中！！
※お電話での受付も行っております。

コールセンターで働くためのスキルを身につけ
ます。Word、Excel など PC の基礎やビジネ
スマナーを習得できます。

コールセンター業務の中でもよりテクニカルな
サポート業務に就くことを目標として、ＰＣの
より詳しい知識や、ネットワーク等の基礎知識
を学ぶ研修です。

コールセンターにおける管理者を目指すためのス
キルを学ぶ研修です。人材・業務管理、コーチン
グなどのマネジメント能力を身につけることがで
きます。他業種の営業経験者でも受講可能です。

うるま市 IT 事業支援センター、金武町役場（予定）、宜野
座村役場（予定）の三カ所に設置される「街角コンタクト
センター」では、自治体の就職支援研修情報や、キャリア
カウンセラーによる就職相談など様々なサービスを無料で
提供しています。

Word、Excel などを使ったデスクワーク、
オフィス事務を中心としたスキルを身につ
けます。ＰＣ経験者はもちろん初心者の方で
も安心して受講できます。

舞天館
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駐
留
軍
等
労
働
者
を
事
前
募
集
し
ま
す

　【
応
募
資
格
】

　

沖
縄
県
在
住
の
満
15
歳
以
上
の
方

【
応
募
方
法
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
又
は
窓
口

の
い
ず
れ
か
１
回
の
応
募
で
有
効

q
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

労
務
管
理
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.lom

.go.jp

）
を
開
き
（
応

募
情
報
）
の
（
沖
縄
に
お
け
る
事
前
募
集
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

w
窓
口
応
募

　

指
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
応
募
期
間
】

q
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

24
時
間
通
年
受
付

w
窓
口
応
募　

通
年
受
付
中

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

但
し
、
土
曜
・
日
曜
、
祝
日
及
び
12
月
29
日

〜
翌
年
１
月
３
日
ま
で
の
日
を
除
き
ま
す
。

お
知
ら
せ

学
校
施
設
耐
震
診
断
結
果
の
公
表

　

地
震
防
災
対
策
特
別
措
置
法
の
改
正
に
伴

い
、
学
校
施
設
の
耐
震
診
断
結
果
を
公
表
し

ま
し
た
。
対
象
施
設
や
診
断
結
果
な
ど
詳
し

い
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

 http://w
w

w
.city.urum

a.lg.jp/

独
立
行
政
法
人　

駐
留
軍
等
労
働
者

労
務
管
理
機
構　

沖
縄
支
部　

管
理
課

９
２
１
｜
５
５
３
２

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

　

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

1　

０
５
７
０
｜
０
３
３
８
４
０

　

右
記
の
番
号
が
利
用
で
き
な
い
場
合

　
　

1　

０
４
４
｜
９
６
９
｜
５
４
２
５

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
４
４
｜
９
６
６
｜
８
７
１
９

　

http://w
w

w
.chidejishien.jp

Ｎ
Ｈ
Ｋ
視
聴
者
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

1　

０
５
７
０
｜
０
０
０
５
８
８

　

右
記
の
番
号
が
利
用
で
き
な
い
場
合

　
　

1　

０
４
４
｜
８
７
１
｜
８
４
４
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
４
４
｜
８
８
８
｜
４
３
４
０

　

http://w
w

w
.nhk.or.jp/jushinryo/

２
０
１
０
年
版
沖
縄
県
民
手
帳
の
購
入

申
し
込
み
に
つ
い
て

　

企
画
課
で
は
、「
２
０
１
０
年
版
沖
縄
県

民
手
帳
」（
沖
縄
県
統
計
協
会
発
行
）
の
購

入
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
資
料

編
と
し
て
沖
縄
県
の
概
要
や
市
町
村
一
覧

等
、
ま
た
日
常
生
活
に
役
立
つ
資
料
等
も
収

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
価　

格
】

　

大
型
判(

９
b
×
14 

b
）
７
０
０
円

　

小
型
判(

７
b
×
11 

b
）
４
０
０
円

【
申
込
先
】
企
画
課

【
販
売
時
期
】
11
月
下
旬
予
定

企
画
課

９
７
３
｜
５
０
０
５

２
０
０
９
年
度
全
琉
小
中
高
校
図
画
・
作

文
・
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
う
る
ま
市
作
品
展

　

う
る
ま
市
内
の
児
童
・
生
徒
に
よ
る
図
画
・

作
文
・
書
道
の
各
最
優
秀
賞
か
ら
優
良
賞
ま
で

の
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
ご
家

族
で
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

【
と　

き
】

　

12
月
18
日
（
金
）
〜
12
月
21
日
（
月
）　

　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

【
と
こ
ろ
】
石
川
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

【
入
場
料
】
無
料

第
５
回
う
る
ま
市
民
総
合
文
化
祭（
展
示
）

　
「
う
ち
そ
ろ
て 
高
め
ら
な 

う
る
ま
市
の
文

化
」
を
テ
ー
マ
に
今
年
も
ま
た
、
市
文
化
協
会

の
会
員
に
よ
る
展
示
発
表
を
開
催
し
ま
す
。
多

く
の
市
民
の
ご
観
覧
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
展
示
作
品
】

　

美
術
・
書
道
・
写
真
・
工
芸
・
華
道
・
盆
栽
・

茶
道
・
チ
ャ
ー
ン
・
文
芸
・
盆
造
形

【
と　

き
】

　

11
月
21
日
（
土
）
〜
23
日
（
月
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

　
（
最
終
日
は
午
後
５
時
ま
で
）

【
と
こ
ろ
】
う
る
ま
市
具
志
川
総
合
体
育
館

【
入
場
料
】
無
料

文
化
課

９
７
８
｜
７
２
４
５

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
支
援
に
つ
い
て

　

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受

信
機
器
購
入
等
支
援
申
込
み
の
受
付
を
開
始

し
て
い
ま
す
。
支
援
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て

は
次
の
通
り
で
す
。

q
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
無
償
で
給
付
し
ま

す
。

w
ア
ン
テ
ナ
工
事
等
が
必
要
な
場
合
は
無
償

で
工
事
を
行
い
ま
す
。

【
対　

象
】

q
生
活
保
護
等
の
公
的
扶
助
を
受
け
て
い
る

世
帯

w
障
が
い
者
が
い
る
世
帯
で
、
か
つ
世
帯
全

員
が
市
町
村
民
税
非
課
税
の
措
置
を
受
け

て
い
る
世
帯

e
社
会
福
祉
事
業
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る

方
※
支
援
の
申
込
み
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
受
信
契

約
を
結
び
、
全
額
免
除
の
適
用
を
受
け
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

【
申
込
方
法
】

q
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ

ン
タ
ー
か
ら
お
問
い
合
わ
せ
に
応
じ
て
送

付
し
ま
す
。

w
各
市
町
村
及
び
お
近
く
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
窓
口

に
用
意
し
て
い
ま
す
。

【
申
込
期
限
】

　

12
月
28
日
（
平
成
21
年
度
分
）

　

当
日
消
印
有
効

施
設
課

９
７
８
｜
７
２
６
６

情
報
課

９
７
３
｜
５
２
０
４

う
る
ま
市
文
化
協
会
事
務
局

９
７
８
｜
２
３
２
９



古
い
電
話
帳
を
回
収
し
ま
す

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
は
、
環
境
保
護
の
立
場

か
ら
、
古
い
電
話
帳
の
回
収
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
新
し
い
電
話
帳
を
配
達
の
際
（
12
月

中
）、
古
い
電
話
帳
を
配
達
員
に
お
渡
し
く

だ
さ
い
。
も
し
渡
せ
な
か
っ
た
時
は
、
後
日

回
収
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

紙
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】 

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー

　

1
０
１
２
０
｜
５
０
６
｜
３
０
９

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
」
で
す

未
手
続
き
の
事
業
主
は
早
め
に
加
入
手
続
き
を

　

労
働
保
険
と
は
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
の

総
称
で
、
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る
事

業
主
は
す
べ
て
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

政
府
管
掌
の
保
険
で
す
。
労
働
者
の
雇
用
の

安
定
と
、
職
場
の
安
全
は
企
業
経
営
の
要
で

す
。
企
業
の
繁
栄
と
労
働
者
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
も
、
労
働
保
険
制
度
に
対
す
る
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

労
働
保
険
へ
の
加
入
手
続
き
が
ま
だ
お
済

で
な
い
事
業
主
の
方
は
、
お
早
め
に
手
続
き

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
沖
縄
労
働
局
労
働
保
険
徴
収

室
ま
た
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
か

公
共
職
業
安
定
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
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商
工
課

９
６
５
｜
５
６
１
１

　　うるみん健康・福祉まつりは、多くの市民に楽しみながら、健康、福祉への関心を高めて
いただくと同時に、障がい者のみなさんが、日頃行っている社会復帰・自立促進に関する活動
の紹介や作品の販売を行います。

沖
縄
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

８
６
８
｜
４
０
３
８

いきいき障がいフェスタもあるよ !!
（身体・知的・精神の三障がい）

☆地域生活支援センター　☆就労支援関係の団体

☆授産施設関係の団体　　☆病院関係の団体

子ども達もでるよ !!

☆市内の保育園の園児による演技

☆児童館の児童による演技

おもしろイベントが盛だくさんあるよ！！

☆温水プールでの運動指導教室（無料開放）

☆野外ステージ

☆おもしろ切り紙体験

☆災害救助犬、セラピー犬とのふれあいコーナー

＊イ ベ ン ト ＊

【と　き】　12 月５日（土）午前９時 30 分〜午後７時
　　　　　　　　　　　　  開会式：午前９時 30 分〜
　　　　　　　  ６日（日）午前９時〜午後４時
　　　　　　　　　　　　  閉会式：午後４時〜
【ところ】　うるま市健康福祉センターうるみん
【お問い合わせ先】　障がい福祉課　1 ９７３−５４５２
　　　　　　　　　うるま市社会福祉協議会　1 ９７３−５４５９
【主　催】　うるま市・うるま市社会福祉協議会

12 月３日〜 12 月９日は障害者週間です

☆健康相談・健康パネル展示

☆こどもアニメ映写会

☆巨大エアーアミューズメント

※イベント内容については変更する場合があります。
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広告掲載に関するお問い合わせは、丸正印刷株式会社　1 835－8181

◆市民無料法律相談
うるま市顧問弁護士：ゆあ法律事務所　宮國英男弁護士
　【と　き】毎月第２木曜日　午後２時〜午後４時
　【ところ】石川庁舎（1階市民相談室）
　【受　付】市民ロビー　午後 1時受付開始

　【と　き】毎月第 4木曜日　午後 2時〜午後 4時
　【ところ】本庁（１階市民相談室）
　【受　付】2階市民生活課　午後 1時受付開始

※先着 8名
午後１時から受付カードを配布しますが、法律相談は先
着８名までとなっておりますので、お早めにご来庁くだ
さい。窓口が大変込み合い相談を受けることが出来ない
場合がありますので予めご了承ください。

うるま市民無料相談所の開設うるま市民無料相談所の開設

◆人権・行政合同相談所　
【と　き】11 月 19 日（木）午前 10 時〜午後 4 時
【ところ】石川庁舎　１階市民相談室（行政）
　　　　　　　　　  ２階会議室（人権）
◆消費者相談

【と　き】毎週水曜日　午前 10 時〜午後 4 時
【ところ】市役所本庁１階　市民相談室

【人権相談】
近隣のトラブル、家庭内のもめごと､ いじめ､ 体罰な
ど人権問題でお困りの方。

【行政相談】
国の行政や特殊法人についての苦情や意見・要望を受
け付けます。

【消費者相談】
マルチ商法やＳＦ商法（沖縄では「ハイハイ学校」）
などの悪質商法、架空請求や金融問題 (多重債務 ) 等
に対するトラブル等について消費生活専門員が対応し
ます。市民の皆さん一人で悩まず相談してください。

※相談は無料で秘密は固く守られます。お気軽にご相談ください。

連絡先：市民生活課　　 973-5487

　この運動は火災が発生しやすい時季を迎えるにあた
り、火災予防思想の一層の普及を図り、もって火災の
発生を防止し、高齢者等を中心とする死者の発生を減
少させ財産の損失を防ぐことを目的としています。

【実施期間】
　11 月９日（月）から 11 月 15 日（日）までの１週間

【重点目標】
 q 住宅防火対策及び放火火災予防対策の推進
 w 地域における防火安全体制の充実
 e 特定防火対象物等における防火安全対策の徹底

【主な行事】
 q 事業所等の自衛消防訓練
 w 事業所等への査察
 e 消防ふれあい広場（11 月 19 日、20 日）
 ※大切な命を守るため、住宅用
 　火災警報器を設置しましょう。

「消えるまで  ゆっくり火の元  にらめっ子」
（全国統一標語）

命を守る７つのポイント

【３つの習慣】
○寝たばこは、絶対やめる。
○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使

用する。
○ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を

消す。
【４つの対策】
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器などを

設置する。
○寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、

防炎品を使用する。
○火災を小さいうちに消すため、住宅用消火器など

を設置する。
○お年寄りや体の不自由な人を守るために、隣近所

の協力体制をつくる。

消防本部　予防課　1 974-0363

 ー 平成 21 年 ー 

「秋の火災予防運動」
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i n f o r m a t i o n

ご寄付・ご寄贈ありがとうございます

消防活動状況 （平成21年9月）

386 件
362 人

8 件

救急出場件数
搬送人員
火災件数
（　）は平成 21年１月からの累計。

（3,877 件）
（3,624 人）
（47 件）

＋ 143
＋ 76
＋ 67
＋ 71

117,748 人
58,749 人
58,999 人
43,713 戸

人　口  
 男   
 女         
世帯数

2009年 10月 1日 前月比

「
第
61
回
人
権
週
間
」
特
設
人
権
相
談
所

　

国
連
で
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
12

月
10
日
は
「
人
権
デ
ー
」
で
す
。
法
務
省
と

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、「
人
権

デ
ー
」
を
最
終
日
と
す
る
１
週
間
を
人
権
週

間
と
定
め
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

【
と　

き
】
12
月
４
日
（
金
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

【
と
こ
ろ
】

　

本
庁　

３
階
第
１
会
議
室

　

石
川
庁
舎　

１
階
市
民
相
談
室

　

勝
連
庁
舎　

１
階
社
協
会
議
室

　

与
那
城
庁
舎　

３
階
第
３
会
議
室

（
与
那
城
庁
舎
は
行
政
相
談
と
合
同
開
催
）

ま
た
、
那
覇
地
方
法
務
局
沖
縄
支
局
で
も
、

次
の
と
お
り
電
話
等
で
相
談
を
受
付
し
て
い

ま
す
。

※
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◎
常
設
人
権
相
談

　

1
（
０
９
８
）
９
３
７
｜
３
２
７
８

多
重
債
務
・
こ
こ
ろ
の
健
康
無
料
相
談
会

　

弁
護
士
、
司
法
書
士
が
無
料
で
多
重
債
務

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ま
た
、
臨
床
心
理
士
・
精
神
保
健
福
祉
士
・

保
健
師
等
に
よ
る
、
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

も
同
時
に
開
催
し
ま
す
。 

市
民
生
活
課

９
７
３
｜
５
４
８
７

☆伊
い れ い

礼　ヒナヨ様（字喜屋武）より100万円の寄付
☆金武正八郎氏県教育長就任激励会実行委員会様より
　58,074円の寄付

☆玉
た ま え

榮　朝
ちょうこう

孝様（字天願）より５万円の寄付
☆伊

い れ い

礼　ヒナヨ様（字喜屋武）より10万円の寄付
☆與

よ こ だ

古田　榮
えいじゅん

純様（字赤野）より10万円の寄付

☆伊
い れ い

礼　修
おさむ

（宮城県）様

広告掲載に関するお問い合わせは、丸正印刷株式会社　1 835－8181

うるま市の人口 

うるま市社会福祉協議会へ

うるま市育英会へ

沖
縄
県 

県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

８
６
３
｜
９
２
１
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】
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日
（
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時
〜
午
後
４
時

【
と
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ろ
】
健
康
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ン
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ー
う
る
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３
階
相
談
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（
う
る
ま
市
安
慶
名
４
８
８
番
地
）

※
相
談
は
来
所
の
み
で
、事
前
予
約
優
先
で
す
。

【
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

沖
縄
県　

県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

　

1
８
６
３
｜
９
２
１
４

◎救急出場が増加傾向です、軽い病気やケガの時
は近くの医院、診療所での受診をおすすめ致し
ます。（救急車の適正な利用をお願いします。）
◎あなたも救命のリレーに参加しませんか？
※ＡＥＤは誰でも使える救命の道具です、応急手
当講習会を受講して使い方を覚えましょう！

ふるさと応援寄付金へ



旅芝居一座「夢有座」

座員　ケンジ、ハジメ、コウタロウ、キョウスケ、カツ、セツ、トシ、チエ
そしてもう一人・・・。
思い悩んでいる時に、必ず、だれかがいて、
声をかけてくれるんです。さあ、歩こうって
風が私にささやくんです。さあ、歩こうって。

あなたも愉快な「夢有座」といっしょに旅に出てみませんか？
きっと誰かがあなたを待っていてくれるはずです。
岩手の偉人たちが物語の中に登場します。
歌あり、踊りありの喜劇です。どうぞ、お楽しみに。上演前には、華
麗で優雅な“さんさ踊り”も披露されます。

当市出身の女優比嘉愛未
さんが、盛岡を舞台にし
たNHKドラマ「どんど晴
れ」の主人公を演じたこ
とがきっかけで、当市と
盛岡市は人や物産の交流
が盛んに行われています。

　8 月 23 日、24 日 に は、
盛岡市制施行 120 周年記
念事業の一環として、「肝
高の阿麻和利」が招聘さ
れ、盛岡市民文化ホール
で、初の盛岡公演が行わ
れました。
今回は、11 月 28 日に具志
川ジャスコで開催される
「いわて盛岡デー」に合わ
せて、盛岡市を拠点に活
動する劇団赤い風による
公演が決定しました。

11 月 28 日（土）
＝盛岡市＝

　岩手県の県庁所在地で
わんこそばや南部鉄器で
有名な盛岡市は、岩手県
の内陸部に位置し、同県
最大の都市。
人口約 30万人の中核市。

入場料（全席自由）
前売　大　人　1,500 円　 大学生以下 1,000 円
　　※当日は　300 円増

うるま市民芸術劇場　燈ホール

午後６時開場　 午後６時 30 分開演

問い合せ：市民芸術劇場 19 7 3 - 4 4 0 0

プレイガイド
市民芸術劇場、うるま市商工会、あまわり浪漫の会、
ジャスコ具志川店、崎山酒造ほか




